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2Ka-6　　　　　　ランジェリー用素材の熱・水分移動特胞

○鋤柄佐千子( 新潟大)

目的　 各季節ごとにデザイン、素材ともにさまざまなランジェリーが市場にでている。ラ
ンジェリーは肌に直接触れるための肌触りのよさそしてその上に着用される衣服との間に
静電気がおきないことなど、外衣と肌の間にある衣服として適切な布の表面、力学的性質と
熱、水分の移動特性が要求される。 本研究では、ランジェリーを通しての熱･水分の移動
に着目し、重ね着を想定したときの評価を行う。
方 法　制電加工、吸汗加工、異形断面糸等を使ったポリエステル４種類、キュプラ、ポリ
エステル／キュプラの交編の計６枚の試料を用いた。サーモラボＨ型を用いて、風洞内の熱
板の温度を環境温度＋10℃に設定し、試料を通しての顕熱移動量Qd　 と熱板上に発汗を模
擬する湿潤ろ紙を置きその上に試料をおいたときの水分移動も含めた熱移動量Qw を測定す
る。 Qd,Qwの測定は、熱板と試料の間に5mm  以下の空隙をつくった場合もおこなう。重ね
着を模擬するために、ポリエステル100 ％のブラウス地を用い、熱板の上にランジェリー素
材とブラウス布を重ねた場合、またブラウス地とランジェリー布間に５ｍｍの空隙をおい
た場合につき、Qd,Qw の測定を行った。実験は温度23.2±0.2°C、湿度70 ±3% の風洞内で
おこない、風速は30cm ／secとlm/sec の２通りとした。

結果　 ６枚のランジェリー素材はみかけの密度が高いほどQd が大きい。ブラウス地のQd
はランジェリー素材よりも大きいが2 枚を重ねることで総熱損失量はランジェリー素材の
みの場合の半分以下になった。ランジェリー素材とブラウスの間に５ｍｍの空隙を設定し
た時の熱損失量Qd,Qw には、ランジェリーの素材の特徴による試料間の差はほとんどみら
れなかった。

2Ka-7 室内環境等におけるホルムアルデヒドの布帛付着のドース・レスポンス特性

○工藤たか子＊ 芳住邦雄¨

(＊共立女大・院　¨共立女大)

1. 省エネルギーの推進により建築物の気密性が増しつつある。本研究では室内空気中の
ホルムアルデヒドに着目した。ホルムアルデヒドはそれ自体が急性毒であると共に、アレ
ルギーによる人体への健康影響が危惧される物質である。本研究では、新築の室内環境、
新規購入のダンスおよび暴露チャンパー中のガス状ホルムアルデヒドに、試験布を暴露し
て、布帛への付着をドース・レスポンス特性として明らかにすることを目的としている。

2. 試験布にはJ   I S 添布白布の綿、羊毛、絹、ナイロン、ポリエステルを用いた。試験
布を室内環境、ダンス内および暴露チャンパー内に懸架して、所定時間ごとに取り出した。

付着したホルムアルデヒドを純水中に抽出して分析を行った。ホルムアルデヒドの分析は、
ＡＨＭＴ法によった。気相中のホルムアルデヒドの濃度は、柴田科学製パッシブサンプラ
ーによって測定した。

3. 環境条件として、4 オーダー異なる濃度のホルムアルデヒドが存在する３種類を用い
た。本研究では、評価パラメータとして単なる暴露の経過時間を用いるのではなく、ホル

ムアルデヒド濃度と暴露時間との積を用いることに着眼した。すなわち、異なる濃度およ
び時間で得られた結果を統一的に解釈しうるものとして、ドース量を用いた。
こうしたデータ整理の結果、興なる濃度であっても前述のドース量として整理すると５

種類の繊維いずれにおいても同一の特性曲線上にのることを認めた。したがって、布帛へ
のホルムアルデヒドの付着においては、濃度依存性はないものと考えられる。布単位重量
当りの付着量の順位は以下のとおりであった。
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